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東
京
電
力
福
島
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
よ
り
、
原
発

の
安
全
性
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
の
原
発
の
是
非
が
議
論

さ
れ
て
い
る
。

元
中
部
電
力
副
社
長
の
伊

藤
隆
彦
氏
（
現
顧
問
）
を
迎

え
、
原
子
力
発
電
（
原
発
）

に
つ
い
て
の
講
演
会
が
７
月

１５
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
た
。

広
瀬
崇
子
法
学
部
教
授
の

授
業
の
一
環
。
伊
藤
氏
と
広

瀬
教
授
は
２
０
０
７
年
か
ら

１０
年
ま
で
内
閣
府
原
子
力
委

員
会
委
員
を
務
め
た
。

当
日
伊
藤
氏
は
、
１
７
０

人
が
出
席
し
た
授
業
の
後
、

広
瀬
教
授
の
プ
レ
ゼ
ミ
に
も

参
加
し
て
討
論
。
学
生
た
ち

が
原
発
を
考
え
る
絶
好
の
機

会
と
な
っ
た
。

伊
藤
氏
は
「
福
島
原
発
の

事
故
は
、
全
力
で
地
域
の
み

な
さ
ん
の
信
頼

回
復
に
努
め
な

く
て
は
な
ら
な

い
」
「
今
回
の

事
故
を
認

識

し
、
今
後
、
原

発
を
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
べ

き
か
、
次
世
代

を
担
う
皆
さ
ん

に
よ
く
考
え
て

ほ
し
い
。
意
見

を
ぜ
ひ
聞
き
た

い
」
と
切
り
出

し
た
。

原
発
は
少
な

い
燃
料
で
安
定

し
た
多
く
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
得

ら
れ
る
功
率
の

良
さ
を
持
つ
半

面
、
炉
心
の
崩

壊
熱
冷
却
な
ど

複
雑
な
制
御
が

必
要
で
、
そ
の
制
御
が
効
か

な
く
な
る
と
大
き
な
事
故
を

引
き
起
こ
し
、
周
辺
環
境
に

甚
大
な
影
響
を
与
え
る
―
―
。

伊
藤
氏
は
、
そ
う
い
っ
た

原
発
の
二
面
性
を
よ
く
理
解

・
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
と

し
、
福
島
原
発
で
何
が
起
き

た
の
か
を
、
地
震
の
影
響
を

受
け
な
が
ら
事
故
を
免
れ
た

女
川
原
発
な
ど
と
比
較
し
て

説
明
し
た
。

ま
た
、
諸
外
国
の
「
脱
原

発
」
の
動
き
に
つ
い
て
も
触

れ
た
。

さ
ら
に
、
地
震
大
国
・
日

本
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所

の
安
全
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
を

あ
げ
、
津
波
な
ど
自
然
災
害

想
定
に
つ
い
て
根
本
的
な
見

直
し
が
早
急
に
必
要
で
あ
る

と
述
べ
た
。

講
演
の
後
、
学
生
た
ち
か

ら
質
問
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、

そ
の
中
に
は
原
発
に
頼
ら
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
を

指
摘
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。

伊
藤
氏
は
「
原
発
問
題
は

推
進
側
、
反
対
側
の
こ
う
着

し
た
議
論
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
市
民
の
積
極
的
な
参
加

に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
原

発
の
特
性
、
技
術
の
み
な
ら

ず
歴
史
、
哲
学
、
世
界
観
な

ど
幅
広
い
視
点
か
ら
そ
の
あ

り
方
や
必
要
性
を
考
え
る
べ

き
だ
」
と
語
っ
た
。

日
髙
義
博
学
長
・
理
事
長

が
『
読
書
と
人
生

刑
法
学

者
に
よ
る
百
学
百
話
』
を
上

梓
し
た
。

本
書
は
、
講
演
録
の
「
読

書
と
人
生
」（
Ⅰ
）、
随
想
を

集
め
た
「
読
書
随

想

」

（
Ⅱ
）
、
「
滞
独
随
想
」

（
Ⅲ
）
、
「
坐
忘
居
随
想
」

（
Ⅳ
）
の
４
部
か
ら
成
る
。

日
髙
学
長
の
幼
少
時
か
ら
現

在
ま
で
の
書
物
と
の
出
合

い
、
読
書
方
法
な
ど
を
自
己

対
話
ふ
う
に
叙
述
し
な
が

ら
、
専
門
分
野
で
あ
る
刑
法

学
の
根
底
に
広
が
る
知
識
の

地
下
水
脈
を
省
察
し
て
い

る
。刑

法
の
専
門
著
書
と
は
趣

め
い

せ
き

を
変
え
、
「
明
晰
な
思
考
の

中
に
、
直
観
的
に
引
き
出
さ

れ
た
も
の
や
、
情
か
ら
発
露

す
る
も
の
な
ど
を
盛
り
込
む

よ
う
心
掛
け
た
」
と
い
う
。

著
者
に
と
っ
て
の
読
書
の
魅

力
は
な
に
か
を
多
方
面
か
ら

探
る
書
で
あ
る
。

本
書
の
売
上
金
は
、
被
災

学
生
を
支
援
し
、
専
修
大
学

・
石
巻
専
修
大
学
の
復
興
に

寄
与
し
た
い
と
い
う
願
い
を

込
め
、
本
学
の
「
教
育
研
究

振
興
協
力
資
金
」
に
充
て
ら

れ
る
。

S
I

L
i
b
r
e
t
t
o

（
エ

ス
ア
イ
・
リ
ブ
レ
ッ
ト
）

『
読
書
と
人
生
』
は
本
体
７

０
０
円
＋
税
。
発
行
は
専
修

大
学
出
版
局
。

文
部
科
学
省
オ
ー
プ
ン
・

リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
の
「
古
代
東
ア
ジ
ア
世

界
史
と
留
学
生
」
の
２
０
１

１
年
度
公
開
講
座
「
墓
制
か

ら
見
た
東
ア
ジ
ア
の
交
流
」

（
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
／
東
ア
ジ
ア
世
界
史
研

究
セ
ン
タ
ー
主
催
）
が
７
月

９
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
、
３
氏
の
講
義
を
約

２
５
０
人
が
聴
講
し
た
。

荒
木
敏
夫
同
研
究
セ
ン
タ

ー
代
表
（
文
学
部
教
授
）が
、

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー

ト
し
て
５
年
目
を
迎
え
た
。

東
ア
ジ
ア
と
い
う
視
点
に
こ

だ
わ
っ
た
研
究
は
確
実
に
進

展
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
高
久
健
二
文
学

部
教
授
が
「
楽
浪
郡
と
三
韓

・
倭
の
対
外
交
流
」
と
題

し
、
楽
浪
漢（
前

漢
の
武
帝
が
朝

鮮
半
島
に
設
け

た
４
つ
の

郡

�
漢
四
郡
�
の

１
つ
）
の
古
墳

文
化
の
変
遷
に

つ
い
て
概

観

し
、
三
韓
の
墳

墓
や
倭
の
墳

墓
か
ら
出
土

す
る
副
葬
品

な
ど
か
ら
東

ア
ジ
ア
の
交

流
関
係
を
考

察
し
た
。

土
生
田
純

之
文
学
部
教

授
は
「
墓
制

か
ら
見
た
三

国

朝

鮮

と

倭
」を
講
演
。

墓
制
の
観
点

か
ら
朝
鮮
三
国
と
倭
の
関
係

が
密
接
で
あ
っ
た
３
世
紀
か

ら
６
世
紀
中
葉
に
焦
点
を
あ

て
、
朝
鮮
半
島
か
ら
日
本
に

も
っ
か
く

渡
っ
た
木
槨
墓
（
板
で
囲
ん

だ
四
角
い
部
屋
の
中
に
棺
を

納
め
る
墓
）
や
竪
穴
式
石
室

の
系
譜
、
ま
た
、
日
本
か
ら

朝
鮮
半
島
に
渡
っ
た
前
方
後

円
墳
や
横
穴
式
石
室
の
系
譜

た
ど

を
辿
り
、
両
者
の
密
接
な
相

互
交
流
の
実
態
に
迫
っ
た
。

最
後
に
、
陝
西
省
考
古
研

究
院
隋
唐
考
古
研
究
部
長
で

西
安
に
お
け
る
発
掘
調
査
の

指
揮
官
を
務
め
る
劉
呆
運
氏

が
「
長
安
城
郊
外
の
唐
代
墓

と
東
ア
ジ
ア
」
と
題
す
る
講

演
を
行
い
、
本
学
非
常
勤
講

師
の
三
宅
俊
彦
氏
が
通
訳
を

務
め
た
。
長
安
城
の
南
郊
外

地
区
で
こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ

た
唐
代
の
墓
は
２
千
基
を
超

え
る
。

な
か
で
も
重
要
と
さ
れ
る

少
陵
原
、
鳳
栖
原
、
高
陽
原

の
３
つ
の
大
型
家
族
墓
地
の

発
掘
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た

考
古
学
的
発
見
の
数
々
が
紹

介
さ
れ
た
。

講
演
後
は
、
飯
尾
秀
幸
文

学
部
教
授
と
矢
野
建
一
文
学

部
教
授
も
加
わ
り
、
聴
講
者

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に
講

師
陣
が
答
え
る
か
た
ち
で
討

論
が
行
わ
れ
た
。
漢
式
遺
物

の
意
味
の
変
容
、
『
日
本
書

紀
』
に
記
さ
れ
る
任
那
日
本

府
の
存
在
、
墓
地
と
風
水
と

の
関
係
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
、
白
熱
し
た
論
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。

広
渡
清
吾
法
学
部
教
授

が
、
日
本
学
術
会
議
の
新
会

長
に
就
任
し
た
。

７
月
１１
日
に
開
催
さ
れ
た

第
１
６
０
回
日
本
学
術
会
議

総
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
た

も
の
で
、
人
文
・
社
会
科
学

系
の
会
長
は
初
め
て
。

広
渡
新
会
長
は
、
「
大
震

災
に
よ
る
被
災
地
域
の
一
日

も
早
い
復
旧
と
復
興
の
た
め

に
、科
学
・
技
術
に
関
す
る
こ

れ
ま
で
の
実
績
と
課
題
、
可

能
性
と
限
界
、ま
た
科
学
・
技

し
ん

し

術
の
は
ら
む
リ
ス
ク
を
真
摯

に
検
討
し
、
被
災
地
域
の
復

興
、
再
生
は
も
と
よ
り
、
日

本
社
会
、
さ
ら
に
は
世
界
の

持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
学

術
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
、

一
層
強
く
追
求
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
」と
抱
負
を
語
っ
て
い
る
。

広
渡

清
吾
（
ひ
ろ
わ
た

り
・
せ
い
ご
）
∥
京
都
大
学

法
学
部
卒
業
。
東
京
大
学
副

学
長
な
ど
を
経
て
、
２
０
０

９
年
、
専
修
大
学
法
学
部
教

授
。
主
な
担
当
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
大
陸
法
。
専
門
は
、
基

礎
法
学
（
ド
イ
ツ
法
、
比
較

法
社
会
論
）。

川
崎
市
と
専
修
大
学
が
共

同
で
運
営
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
ビ
ジ
ネ
ス
の
人
材
を
育
て

る
「
Ｋ
Ｓ
（
川
崎
・
専
修
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・

ア
カ
デ
ミ
ー
」
（
川
崎
市
・

専
修
大
学
共
同
市
民
ビ
ジ
ネ

ス
人
材
育
成
事
業
、
専
修
大

学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
特

別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
が
１０

月
か
ら
の
開
講
に
向
け
、
受

講
生
を
募
集
す
る
。

◇
期
間

２
０
１
１
年
１０
月

１０
日
（
月
）
～
１２
年
３
月
１２

日
（
月
）

◇
募
集
人
員

受
講
生
３０

人
、
科
目
等
履
修
生
５
人

◇
学
費

受
講
生
５
万
円
。

科
目
等
履
修
生
（
１
科
目
）

１
万
円

◇
教
室

専
修
大
学
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
（
向
ヶ
丘

遊
園
北
口
駅
前
ア
ト
ラ
ス
タ

ワ
ー
２
階
）

◇
申
し
込
み
期
間

９
月
８

日
（
木
）
～
９
月
１６
日
（
金
）

［
必
着
］

◇
選
考

書
類
審
査
（
一

次
）
・
面
接
（
二
次
）。

◇
募
集
説
明
会
▽
８
月
２３
日

（
火
）
１９

００
川
崎
市
産
業

振
興
会
館
▽
同
２９
日
（
月
）

１９

００
麻
生
区
役
所
▽
同
３１

日
（
水
）
１９

００
中
原
区
役

所
▽
９
月
２
日
（
金
）
１９


００
高
津
区
役
所
▽
９
月
４
日

（
日
）
１５

００
専
修
大
学
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
▽
同

９
日
（
金
）
１９

００
専
修
大

学
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

※
問
い
合
わ
せ
∥
専
修
大
学

大
学
院
事
務
課

Ｋ
Ｓ
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ

デ
ミ
ー
係
☎
０
４
４
（
９
２

２
）
９
３
８
４

第
２８
回
情
報
通
信
学
会
大

会
が
７
月
２
、
３
の
両
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
、
２
日
に
開
か
れ
た
緊
急

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
災
害
と
情

報
通
信
」
で
は
、
本
学
の
山

田
健
太
文
学
部
准
教
授
と
石

巻
専
修
大
学
情
報
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
長
の
湊
信
吾
教
授

ら
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参

加
し
た
。

山
田
准
教
授
は
東
日
本
大

震
災
時
の
メ
デ
ィ
ア
報
道
に

つ
い
て
解
説
、
新
聞
な
ど
伝

統
的
な
メ
デ
ィ
ア
と
ソ
ー
シ

ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
な
ど
新
興
メ

デ
ィ
ア
の
災
害
時
の
社
会
的

役
割
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

湊
教
授
は
、
被
災
地
・
石

巻
専
修
大
学
の
イ
ン
フ
ラ
、

学
内
シ
ス
テ
ム
の
復
旧
状
況

や
、
生
存
者
の
安
否
確
認
に

つ
い
て
の
発
信
方
法
な
ど
を

報
告
し
た
。

奈
良
や
大
阪
に
は
全
長
２
０

０
㍍
を
超
え
る
巨
大
古
墳
が
３４

基
も
残
っ
て
い
る
。
古
代
人
は

な
ぜ
こ
う
し
た
巨
大
な
墳
墓
を

つ
く
っ
た
の
か
。

本
書
は
、
そ
の
構
造
や
葬
送

儀
礼
の
変
遷
な
ど
か
ら
、
古
墳

を
つ
く
っ
た
集
団
を
探
り
、
在

地
社
会
の
政
治
構
造
を
検
討
し

て
い
る
。
さ
ら
に
渡
来
人
と
の

か
か
わ
り
や
国
家
形
成
な
ど
、

古
墳
築
造
の
背
景
を
社
会
的
観

点
か
ら
考
察
し
て
い
る
。

単
な
る
墓
で
は
な
く
、
「
そ

の
時
代
々
々
に
生
き
た
人
々
の

証
」
と
し
て
の
古
墳
の
姿
を
鮮

や
か
に
描
き
出
し
た
。

（
吉
川
弘
文
館
〈
歴
史
文
化
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
〉
・
本
体
１
７
０

０
円
＋
税
）

著
者
（
は
ぶ
た
・
よ
し
ゆ

き
）
文
学
部
教
授
。
主
な
担
当

は
「
考
古
学
概
論
」。

青
木

弘
明
氏
（
あ
お
き

・
ひ
ろ
あ
き
）
名
誉
教
授
・

元
商
学
部
教
授

７
月
１８
日
、
８５
歳
で
死

去
。
１
９
６
５
年
か
ら
在

職
。
１
９
９
７
年
定
年
退
職
。

主
な
担
当
は
商
品
学
各
論
。

安
藤

賢
一
氏
（
あ
ん
ど

う
・
け
ん
い
ち
）
元
法
学
部

教
授７

月
２３
日
、
９３
歳
で
死

去
。
１
９
６
７
年
か
ら
在

職
。
１
９
８
９
年
定
年
退

職
。
主
な
担
当
は
英
語
。

法
学
部
・
広
瀬
崇
子
教
授
の
授
業
・
講
演
会

東
ア
ジ
ア
世
界
史
研
究
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座

▲ 講演する伊藤隆彦氏

墓
制
か
ら
見
た
東
ア
ジ
ア
の
交
流

「
古

墳
」

▲ 多くの聴講者が来場した

土
生
田

純
之
著

「原発のあり方―
多様な視点から考えよう」

情
報
通
信
学
会
緊
急
シ
ン
ポ「
災
害
と
情
報
通
信
」

▲ 会場からの質問も活発だった

山
田
健
太
専
大
准
教
授
と

湊
信
吾
石
巻
専
大
教
授
が
報
告

中部電力顧問の伊藤隆彦氏

▲ 本学の山田准教授（左
端）と湊石巻専修大学
教授（左から２人目）

▲

講
演
者
全
員

で
会
場
か
ら

の
質
問
に
答

え
た
（
左
端

は
司
会
・
進

行
役
の
矢
野

教
授
）

訃

報

「
Ｋ
Ｓ（
川
崎
・
専
修
）ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」受
講
生
募
集

広
渡
清
吾
法
学
部
教
授
が

日
本
学
術
会
議
新
会
長
に
就
任

刑刑
法法
学学
者者
にに
よよ
るる
百百
学学
百百
話話

日
髙
学
長
が
『
読
書
と
人
生
』出
版
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